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観覧料

「南軽の浅間山　雲」1970 年

会期：9月２３日(祝)まで　開催中

〔毎週月曜日、8月27日稾は休館〕

時間：･午前9時30分～午後５時(入館は午後４時３０分まで)

会場：市立博物館・企画展示室。384-8181

新京成八柱駅・JR 武蔵野線新八柱駅下車徒歩15 分、新京成バス

小金原団地行きで「公園中央囗」下車徒歩1分

j’ ３００円(240 円）、高校・大学 生１５０円（１００円）、小 ・

中学生１００円 （６０円）〔（　）内は２０人以上の団体〕

※会期中一部展示替えをします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ダ
：

※常設展示観覧料とは別料金。第２・４土曜日は、小・中学生は全館観覧無料です岫………

学芸員ギャラリートーク

人口と世帯　7月1日現在

②

③

④⑤

⑥⑦

女性センターのトップページ

ティールームのページ

八

「ブリュアン像（ロートレック）」1956 年

ようこそティールームへ
ホ ームペ ージア ドレ ス

http://ｗｗｗ.intership,ｎｅjp厂womens-c/yuu.matsudo/

働き続けたいのに、なかなか相談できないうちに仕事を辞めて

しまう女性たちに、より多くの生きた情報を提供し 、一人でも多

くの人が仕事を続けられるように、ホームページ上に働き続けた

い女性の情報交換の場「ティールーム」を作りました。

「ティールーム」は井戸端会議の場や伝言板のようなもので、

訪れた人が読み書きできるものです。家事・育児・介護や職場で

の性別役割分業などのさまざまな悩みについて「そんな時、私は

こうして乗り切ったよ」というように、先輩女性からのアドバイ

スを受けるなど、同じ問題や悩みを持つ女性同士が生の情報を交

換できるページです。

一人で悩んでいないで、ちょっとティーブレイク。みんなの意

見を聞いてみませんか？

※女性センターがアドバイスを送るＥメールを利用した「メール

相談」もあります。

※松戸市ホームページからも入ることができます。

固］女性センターS364 一8ﾜﾜ8

攵性ｾﾝﾀｰ で
ｲンﾀーﾈッﾄ人口

男

女

世帯

松戸市都市計画マスタープ
ラン完成

みんなの道路です　正しく
使っていますか

松戸市のごみ処理の実状

情報チャンネル

主な内容

働
き
続
け
た
い
女
性
の
情
報
交
換
の

場
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
り
ま
し
た

[丸
ビ
ル
角
ニ
一

「
丸
ビ
ル
角
ニ
ッ
ケ
靴
下
メ
リ
ヤ
ス
」

一
九
三
に
年

魅

展

画

版

儀

奧

奥 山 儀 八 郎 の 世 界

．

郎

山

第1 ・３土曜日の午後２時から展示 会場で行います （自由参加）。　　 ………J……………………JI.

E奥 山1義ﾉU113展示 作品 についての解説や、参加者の質問 にお答えします （観覧券を

お求めください）。

奥山儀八郎（明治40 年 ～昭和56 年 ） は昭和3 年 、20 歳で 日本創作版

画協会展に入選し 、版画家としてデビューし ます。

彼の作品は極めて強い個性と魅力を持ち 、木版画の広告ポスター作家ご

として日本の第一人者となり 、目覚ましい活躍をし ました。　　　　1 ……゚

また江戸時代の錦絵の技法をよみがえら せ、日本の伝統を継承しながy

ら 広告を含めた版画作品の水準を高めようとし ます。しかし、彼の考えj

は創作版画運動家たちとの理念が異っていたため、孤高の道を進むことﾉ

になります。　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　ﾚﾔ

戦後は松戸に工房を構え江戸川の自然を 題材に作品を残 すなど、74

歳で没するまで制作活動に意欲的でした。今回は初出品を含む約200 点

も の作品 ・資料から、儀八郎の魅力とそ の足跡を回顧します。　　　 ∧

黷社会教育課美術館準備室容366-7463　　　　　　　　　　　　　1 ………’1

日時：9月12日午後1時30分～3時会場：市立博物館講堂講師：東京

文化短期大学助教授・岩切信一郎氏

定員：80人（当日先着）費用：無料受け付け午後・０時３０分から講堂前にて

i

演会講

木

の
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完成
市
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
松
戸
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
定
め
ま
し
た
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
市
や
地
域
の
将
来
像
（
お
お
む
ね
二
十
年
後
の
二
〇
二

〇
年
を
目
標
）
を
示
し
、
そ
れ
を
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と

共
有
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
す
。

醫
都
市
計
画
課
計
画
係
容
3
6
6
・
7
3
7
2

●身近 な暮らしの環境 が充実した都

Ｏ買い物や通勤・通学など、日常生活圏での生活の利便性が高い

まち

まつどの将来都市像
Ｏ災害や交通面での安全性が確保されたまち

Ｏ高齢者や障害者などに対してバリアフリーが実現されたま

Ｏ日常の生活の場が快適で多様な魅力のあるまち

●活力と交流 をもたらす産業環境を整えた都市

Ｏ商業や業務の拠点が育成・整備され、にぎわいや活力のあるまち

Ｏ生産機能を受け持つ工業拠点の環境が整備されたまち

Ｏ多面的な利用によって、郊外部の農地が保全されたまち

●水・みどり・歴史資源を大切にした都市　　　　　　 ノ

Ｏ貴重な自然環境の保全や新たな創出によって、みどりが豊かな

まち

Ｏ自然や歴史の要素によって、個性的でアメニティあふれる地域

から成り立っているまち

Ｏ自然・文化・レクリエーションなどの広域的な拠点があるまち

訪ねてよいまち

策

定

の

経

過

こ

の
基
本

的
な
方

針

は
、
平

成
７

年

度

か
ら
策
定

に
着

手
し

、
９

年
度

に
「
た

た
き
台

」
、
1
0年

度
に

は

「
素

案

」
そ

し
て

「
案
」

と

、
皆

さ
ん

か

ら

い
た

だ

い
た

ご
意
見
等

を
も

と
に

策

定
を

進

め
て
き

ま
し

た
。

ま

つ

ど

の

将

来

都

市

像

こ

の
マ

ス

タ
ー
プ

ラ
ン

は
、
ま

ち

づ
く
り
を

推
進
し
て

い
く

に
あ
た
り

、

都
市
計

画

の
骨
格

と

な
る
基

本
的

な

方
針

を
示
す

も
の
で
す

。

松
戸

市
基

本
構

想
に

即
し

、
将

来

の
目
指

す

べ
き
都

市
空

間

の
姿

を

●

身
近

な

暮
ら
し

の

環
境

が
充

実
し

旧盆中の応急歯科診療所開設

た
都
市

●
水
・
み
ど
り
・
歴
史
資
源
を
大
切

に
し
た
都
市

●
交
流
を
支
え

る
環
境
に
や
さ
し
い

交
通
体
系
を
備
え
た
都
市

●
活
力
と
交
流
を
も
た
ら
す
産
業
環

境
を
整
え
た
都
市

の
四
本
の
柱
と
し
て
設
定
し
ま
し
た

（
上
記
の
図
参
照
）
。

松
戸
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
、
市
都
市
計
画

課
・
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
・
図
書
館
本
館
分
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

今
後

、
印
刷

製

本
の
上

、

頒
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

8月13 日銜～16 日(月)の4 日間、下記の歯科診療所を開設します。

受診する際は 、あらかじめ医療機関へ確認し てください。

[懲保健衛生課庶務係o366 ―ﾜ482

診 療 日 受 付時 間 診 療 所 名 所 在 地 電 話 番 号

8/13R 午
前

半田歯科医院 小金16の5 344 ―5280

14 丗 とうない歯科 新松戸3の18 346 ―3213

15(日) 平賀デンタルオフィス 常盤平1の22 の5 388 ―3188

16(月) 小林歯科クリニック 根本13の5 36∠4―1616

※夜間の歯科診療についてのお問い合わせは、休日土曜日夜間歯科診療所（衛生会館内）

S365-3430 へ

※テレホン案内0366-0010 もご利用できます。

また、応急歯科診療所および医療機関マップは松戸市のホームページ（URL は1 面の右上参

照）に掲載していますので、ご利用＜ださい。

あなたをねらっています節 水 にご 協 力 を ！

▼
守

ろ

う

、

食

中

毒

予

防

の

三

原

則

▲

原
則
１
＝
清
潔

清
潔
な
材
料
を
使
う
。
清
潔
な
器
具
を
使
用
し
、
必
要

に
応
じ
て
器
具
を
消
毒
す
る
。
日
ご
ろ
か
ら
手
を
良
く
洗

い
消
毒
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

原
則
２
＝
迅
速

手
早
く
調
理
し
、
出
来
上

が
っ
た
ら
速
や
か
に
食
べ
る
。

原
則
３
＝
加
熱
ま
た
は
冷
却

十
分
に
加
熱
す
る
。
冷
蔵
庫
は

Ｉ
〇
度
以
下
に
し
、
詰

め
す
ぎ
な
い
。

シャワーはこまめに

調節を

歯
磨
き
は
コ

ッ
プ
の
水
で

皆さんが普段何気なく使っている水道の水は、江戸川の河川水を

水源とする県営水道や北千葉広域水道企業団の浄化場での浄化水、

松戸市の地下水などです。

江戸川の河川水は、上流に造られたダムによって生み出されてい

よすが、計画されているダムの一部しか完成していないため、私た

ちの水がめとして十分な量が確保されていません。

そのため、特に夏場など水が多く必要な時期であっても、川から

は限られた量の水しか取ることができず、雨不足などで異常渇水に

なると私たちの生活に深刻な影響を及ばします。

そこで、皆さんにお願いしたいのが夏季の節水です。一人ひとり

が節水を心掛ければ、節水の効果は大きなものとなります。

水は大切な資源です。限りある資源を守るため、節水にご協力を

お願いします。

固]北干葉広域水道企業団0345 ―321  1、市水道部総務課S341

－ ０４3０

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

そ
の
六
十
六

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

病
原
性
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム

広
報
ま

つ
ど

５
月
５

日
号

で

掲

載
し

た

「
虫
歯

は
感

染
症

～
お
母

さ

ん
の
虫
歯
菌
と
子

ど
も
の
虫
歯
」

に

つ

い
て
、
市

民

の
人
か

ら
次

の

よ
う

な
質

問
を

い
た

だ
き
ま
し
た

。

虫

歯

が
感
染
症

な
ら

ば
、

薬
で

細

菌

を
殺
せ

ば
簡
単

に
虫
歯

を
防
ぐ

こ

と

が

で

き

る

の
で

は

な

い

か
、

と

い
う

疑
問

で
す

。
今
回

は
、
こ

の
こ
と
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

口
腔

や
鼻

腔
に

は
腸
内

と
同

様

に

多
く

の
細

菌

が
存

在
し

て

い
ま

す

。
特

に
鼻

腔
は

空
気

の
流
入

口

な
の
で

、
一

時
的

と
は

い
え

さ
ま

ざ
ま
な

病
原

性
微

生
物

が
定
着

し

て

い
ま

す

。
し

か
し

、
病

気
に

な

ら

な

い
よ
う

に
鼻

の
中

の
掃

除
を

す

る
習

慣
は
あ

り
ま
せ

ん

。

一
方

、
口

腔
清

掃

の
際
に
歯

科

の
専
門

家
は

、
殺

菌

・
消

毒
剤

に

よ

る
洗

口
で

は
な

く
、

歯

ブ
ラ
シ

な
ど
を

使

っ
た
清

掃
を

す
す

め
る

の
は
な

ぜ
で
し

ょ
う

か
。

手
洗

い
、

洗
髪

、
ふ

ろ
で

の
身

体

表
面

の
洗

浄
に

は
界
面

活

性
剤

（
せ

っ
け
ん
）
を
使

い
ま
す
。
鼻

や

の
ど

の
細
菌

に
対

し
て

は
、
希

釈

し

た

ヨ

ー
ド
液
等

が
用

い
ら

れ
ま

す

。
歯

磨
き

に
も

薬
剤

を
使
用

し

ま

す

が
、
歯

ブ

ラ
シ
で
こ

す

る
と

い
う
作

業

が
つ
き
も

の
で

す
。

こ

の
疑
問

に
答

え

る
に
は

病
原

性

バ
イ

オ

フ
ィ
ル

ム

の
形

成

に

つ

い
て

理
解
し

な
け

れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。バ
イ

オ

フ
ィ
ル

ム
と

は
、

細
菌

が
自

ら
菌
体

外
に

粘
着

性

の
多
糖

体

（
例
え

ば
菌
垢

が

ペ
タ

ペ
タ
す

る
の

は
こ

れ
が
原

因
で

す
）

を
作

り

、

そ
の
内

部
で

増
殖
し

、
細

菌

叢

（
細

菌

の
塊
）

を
形

成
し
た

も

の
を

い

い
ま

す

。
こ

の
多

糖
体

が

バ
リ

ア

ー
と

な

っ
て
、

抗
生
物

質

や
殺

菌
剤

が
細
菌

に
作

用
し

に
く

く
な

っ
て
し

ま
う

わ
け

で
す

。
多

糖
体

を
産
生

す

る
細
菌

に
は

、
口

の
中

で
は

ミ
ュ

ー
タ
ン

ス
レ

ン
サ

球
菌

や
歯

周

病

菌

が

あ
り

ま

す

。

こ

れ

ら
の
病

原
菌

が

エ
ナ

メ
ル
質

や
歯

周

ポ
ケ
ッ

ト
の
中

の
歯

根
表

面

に

増
殖

す
る
と

、
病

原
性

バ
イ

オ

フ
ィ
ル

ム
を
形

成
し

、
洗

口
な

ど
で

は
除
去

す

る
こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て
し

ま

い
ま
す

。

バ
イ
オ

フ
ィ

ル
ム
に

は
病

原
性

を
持

た
な

い
正

常
な
細

菌
叢

を
含

む
も

の
も

あ

っ
て
、

デ
ン

タ
ル

ー

プ

ラ
ー

ク

（
歯

垢
）

は
歯
に
付

着

し
た

バ
イ

オ
フ
ィ

ル

ム
の
総

称
で

す

。
口
腔

の

バ
イ
オ

フ
ィ

ル
ム
感

染
症

（
虫

歯

や
歯
周

病
）

は
他

の

一

般

的

な
感

染

症

と

は
違

っ
て

、

日
常

の
歯
磨

き

（
歯
面

研
磨

）
で

バ
イ

オ

フ
ィ

ル

ム
を
物

理
的

に
破

壊
、

除
去

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
予

防
す

る
こ

と

が
可

能

で
す

が
、
逆

に
言
え

ば
そ
れ

だ
け

の
手
間

を

か

け

な
け

れ

ば
予

防

が
難

し

い
と

い

う
こ

と

が
で
き

ま
す

。

歯

垢
分

解
酵

素
配
合

の

歯
磨

き

粉
な

ど
も
市

販
さ

れ
て

い
ま
す

が
、

実

際
の
効

果

は
、
あ

く
ま

で
も

バ

イ

オ
フ
ィ

ル

ム
を
機

械
的

に
除
去

し

な
け

れ

ば
得

ら

れ
な

い
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て

い
た
だ

き
た

い

と
思

い
ま

す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）
―

・

―

‐

‐
－

●交流を支える環境にやさしい交通体系を備えた都市　　　　 ……=ﾌ･j:

Ｏ公共交通の利便性が高く、だれもが移動のしやすいまち

Ｏ広域幹線道路が整備され、自動車を使った広域的な移動がしやすいまち

Ｏ市内の骨格的な幹線道路網が整備され、市内の移動がしやすいまち　、ｊ

Ｏ157や食中毒

歯
を
大
切
に

住んでよいまち 松
戸
市
都
市
計
画
マ
ス
夕
ー
プ
ラ
ン



広報まつど 1999年(平成11年)8月5日

8月10日は｢道の日｣

みんなの道路です
正しく使つていますか

「
こ

れ
く
ら
い

な
ら
大
丈
夫
」
「
み
ん

な
が
や
っ
て
い

る
か
ら
自
分

も
」
な
ど
、
安
易
な
気
持
ち
で

道
路
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

道
路
は
、
人
や
車
が
通
行
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
上
・
下
水
道
管

や
ガ
ス
管
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン

も
通
っ
て
い

る
大
切
な
公
共
施
設

で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
避

難
路
、
火
災
延
焼
の
遮
断
空
間
と

し
て
人
の
命
を
守
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
使
う
道
路
だ
か
ら
こ
そ

、
だ
れ
も
が

安
心
し
て

、
ま
た
気
持

ち
良

く
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
正

し
く
利
用
し
て

く
だ

さ
い

。
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

舞
道

路
維
持
課

昔
3
6
6
・
7
3
5
8

看

板

・

日

除

け

の

使

用

は

許

可

制道
路
は
、
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で

す
。
個
人
的
に
道
路
を
使
用
す
る
こ

と
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
道

路
（
歩
道
）
に
突
出
し
た
看
板
、
日

除
け
を
設
置
す
る
と
き
は
事
前
に
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
設
置
基
準
を
満
た
し
た

上
で
、
道
路
（
土
地
）
の
占
用
料
（
言

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

は

み

出

し

商

品

が

歩

道

を

占

拠

？皆
さ
ん
は
、
道
路
に
置
か
れ
て
い

る
も
の
が
邪
魔
に
な
っ
て
歩
き
づ
ら

か
っ
た
り
、
危
な
い
思

い
を
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

道
路
（
歩
道
）
に
は
み
出
し
て
商

品
を
陳
列
し
た
り
、
置
き
看
板
（
の

ぼ
り
旗
）
や
自
動
販
売
機
な
ど
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
目
の
不

目
由
な
人
が

安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
設
置
し
て
い

る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
看
板
類
を

置
く
な
ど
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

力
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ

ー

ル

の

破

損

を

見

つ

け

た

ら

通

報

し

て

く

だ

さ

い

こ
こ
数
年
、
車
の
接
触
に
よ
る
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破

損
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
事
故
の
多
く
は
破
損
者
が
判
明
し

道路パトロールを

実施しています

※占用料＝単価×面積

＜道路占用料単価＞

看板…表示面積lm2 につき年間8,500 円

日除け…表示面積1｢T12につき年間２,０８０円

看板・日除けの設置基準など

な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
多

額
の
補
修
費
が
毎
年
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
安
全
施
設
を

よ
り
良
い
状
態
に
保
つ
た
め
、
施
設

点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
交
通
安

全
に
努
め
て
い
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ

ー
ル

は
、
交
通
事
故
か
ら
皆
さ
ん
を
守
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

の
で
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
を
破
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

道
路
管
理
者
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、
破
損
者
を
目
撃
し
た
り
、

発
見
し
た
時
は
、
そ
の
状
況
（
安
全

施
設
の
名
称
、
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
、

車
種
等
）
を
市
道
路
維
持
課
施
設
係

ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

こ

の

機

会

に

「

道

」

の

大

切

さ

を

！

８
月
1
0
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。

ま

た
、
８

月

は
「
道

路
を

守

る
月

間
」

で

す
。

こ

の
機

会
に

、
道

路
の
大

切

さ
を

見
直

し

、
だ

れ
も

が
安
全

で
快
適

に

道

路
を
使

え

る
よ
う

に
心
掛

け
ま
し

なぜ？なぜ? 道の日

どうして 、８月10 日 が「道の日」

になったのでしょうか。

大正9 年8 月10 日 に 、わが国初の

長期道路計画「第一次道路改良計画」

が始 まったこ とから 、８月１０日が

「道の日」とされまし た。

「道路を守る月間」の中心の日と

して 、道路の大切さを見直す機会と

なっています。

警察などと協力してパトロール

市では 、道路 （市道）をより良 い環

境で皆さんに通行し ていただくために 、

関係機関と協力して道路パトロールを

実施し ています。

不正 に道路を 使用し ている 場合は 、

通行に支障があることを説明し て改善

をお願いし てい ます。また｡､ 道 路にご

みが散乱し てい たり 、穴があいていた

場合は 、速やかに清掃や補修を行って

います。　　　　　　　　　　　　　　 、

福 祉
ファイル

最終回

今

回

は
、
老
人

医
療

費
の
助

成

制
度

に

つ

い
て

ご
案
内
し

ま
す

。

市

で

は
、
高
齢

者

の
医

療
費

負

担

の
軽
減

と
早
期
受

診

を
促
し

、

健

康
増

進
を
図

る
た

め
、
満

六
十

九
歳

の
人

に
対
し

、
老

人
医
療

受

給
者

並
み

に
自
己

負
担

の
助

成
を

行

っ
て

い
ま
す

。

内

容

は
次

の
と
お
り

で
す

。

対
象
者
…
満
六
十
九
歳
の
人
（
六

十

九
歳

に
達
す

る
月

の
翌
月

よ
り

該
当

）

※
該
当

す
る
人

に
は

、
誕
生

月
に

通
知
し

ま
す

。

手
続
き
：
通
知
を
受
け
て
か
ら
、

市

役
所

本
館

一
階
な

が

い
き
課
ま

た
は
各

支
所

で
申
請
し

て
く

だ

さ

い
Ｏ

所
得
制
限
：
本

人
の
年
間
所
得

が
老
齢
福
祉
年
金
支
給
停
止
限
度

額
の
一
・
五
倍
以
下
の
場
合
（
た

だ
し
、
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合

は
、
そ
の
人
数
に
よ
り
所
得
制
限

額
が
変
わ
り
ま
す
）

助
成
内
容
：
入

院
・
外
来
で
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
（
保

険
診
療
分
）
か
ら
老
人
保
健
法
に

よ
る
一
部
負
担
相
当
額
を
差
し
引

い
た
金

額
を
助

成
し

ま
す

。

老人医療費の助成

圃ながいき課昔366 －フ３４６

一
昨

年
よ

り
、

高
齢

者

・
障

害

者
お

よ
び
児

童
施

策
に

つ

い
て
の

客
種

サ

ー
ビ
ス
を

紹
介
し

て

き
ま

し
た

が
、
本

号
を

も

っ
て
ひ
と

ま

ず
、

最
終
回

と
し

ま
す

。

民

生
局

で
は
次

の
四

つ

の
計

画

を
策

定
し

、
推

進
し
て

い
る
と
こ

ろ

で
す

。
こ

れ

ら
の
計

画
書

は
、

市

の
行

政

資
料

セ
ン

タ
ー

や
図
書

館
等

に
備
え

て

い
ま
す

の

で
、

ぜ

ひ

ご
覧
く

だ
さ

い
。

①

松

戸
市

高

齢

者

保

健

福

祉

計

画

高
齢
者

の
保

健

・
福

祉

の
分
野

に

お
け

る
サ

ー
ビ
ス

の
具
体

的
な

施

策
目
標

を
定

め
て

い
ま
す

。

②

松

戸
市

障

害

者

計

画

障
害
者

の
自

立
と
社

会
参
加

等

を

促
進

す
る
こ

と
を
目

標
と

し
て

い
ま
す

。

③

松

戸
市

こ

ど

も

育

成

計

画

松

戸
市

に
住

む
す

べ
て

の
子

ど

も

と
大
人

が
、

生
き

生
き

と
健

や

か
に
、

安
心
し

て
暮

ら
せ

る
こ
と

を
目

標

と
し

て

い
ま

す

。

④
松
戸
市
地
域
保
健
医
療
計
画

地
域

の
す

べ
て

の
人
々

が
自
分

で
努
力
し

支
え

合

い
、
そ

の
人

の

置

か

れ
て

い
る
状
況

に
応

じ
て
楽

し
く
健
康
な
生
活
を
営
め
る
地
域

社
会

の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

な
お

、
各

計
画

に
つ

い
て
は
民

生
局
企

画
調
整

室

（

登
3
6
6・
7
3

5
0

）

ま
で

お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。
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図1. ごみ処理の流れ　総ごみ量=  152,326トン（平成IO年度）

《最終処分等の状況》

※単位をトンにしたため、四捨五入

による誤差があり ます

燃やせないご みの主な流れ

資 源化の流れ

その他のごみの流れ

資源化部分

松
戸
市
の
ご
み
処
理
の
実
情

皆
さ
ん
は
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
処
理

・

リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
ど
の
く
ら
い
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
松
戸
市
の

ご
み
処
理
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
な
ど
と
併
せ
て
、
あ
ら
た
め
て

ご
み
の
減
量
や
分
別
の
必
要
性
へ
の

ご
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

頽
環
境
部
計
画
課
登
3
6
6
・
7
3
3
1

ご
み
の
減
量
と
分
別
に
ご
協
力

を
ご
み

の
処
理

に
は
、

費

が
掛

か
り
ま

す
。

ど
掛
か
り
ま
す
の
で
、
単
純
に
掛
け

算
す
る
と
一
日
約
百
万
円

の
経
費
を

削
減
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
実

ば
く
大
な
経
　

際
は
も
弓
少
し
複
雑
で
す
が
）
。

ち
な
み
に
、
平
成
1
0年
度
の
ご
み

処
理
経
費
は
総
額
で
約
八
十
三
億
三

千
万
円
で
し
た
。

年
間
の
総
ご
み
量
は
十
五
万

ブ
強

で
す
か
ら
、
ご
み
を
一
㌧
処
理
す
る

の
に
五
万
四
千
円
ほ
ど
掛
か
っ
て
い

る
計
算
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
を
す

る
こ
と
で
ご
み
の
量
が
減
り
、
環
境

に
や
さ
し

い
生
活

が
実
現
さ
れ
、
ご

み
処
理
経
費
と
し
て
掛
か
っ
て
い
た

金
額
を
ほ
か
に
回
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
1
0年
度
の
一
世
帯
の
ご
み
の

排
出
量
は
、
一
日
当
た
り
約
二
千
三

百
四
十
八
叮
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
努

力
で
一
世
帯
に
つ
き
一
日
に
卵
二
個

分
の
ご
み
（
約
百
叮
）
を
減
ら
し
て

い
た
だ
く
と
、
一
日
当
た
力
約
十
八

ブ
の
ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
ブ
当
た
り
五
万
四
千
円
は

ま
た
、
分
別
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
各

施
設
が
円
滑
に
運
営
で
き
、
リ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
も
低
減
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大
き
な

効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

み
の
減
量
と
分
別
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。勿

具

体
的

な

行

動

●
す
ぐ
ご
み
に
な
る
も
の
は
買

わ
な

い

●
過
剰
な
包
装
は
断
る

●
買
い
物
袋
を
持
参
す
る

●
使
え
る
も
の
は
捨
て
ず
に
リ

サ
イ
ク
ル
す
る

●
生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
機
や

コ
ン
ポ
ス
ト
で
た

い
肥
な
ど

に
す
る

●
生
ご
み
を
ご
み
に
す
る
と
き

は
水
切
り
を
徹
底
す
る

●
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
す
る

松
戸
市
の
ご
み
処
理
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
流
れ

皆
さ
ん
が
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ

た
後
の
ご
み
処
理
の
流
れ
は
、
図
１

の
と
お
り
で
す
。

家
庭
・
事
業
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
ご
み
は
、
焼
却
施
設
と
し
て

松
戸
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
和
名

ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
の
処
理
施
設
と
し
て
日
暮

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
資
源
選
別
処

理
施
設
と
し
て
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
市
外
に
搬
出
す

る
ご
み
な
ど
の
中
継
基
地
と
し
て
日

暮
最
終
処
分
場
と
、
市
丙

五
ヵ
所
の

施
設
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
（
六
和

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
休
炉
中
）
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ら
の
施
設

で
ど
の
よ
う
な
ご
み
を
ど
の
よ
う
に

処
理
し
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ご
み
の
分
別
を
正
し
く
守
っ
て
、
決
め
ら

れ
た
時
間
に
お
願
い
し
ま
す

生

産

緑

地

地

区

の

追

加

指

定

申

し

出

を

受

け

付

け

ま

す

平
成
４

年

お
よ

び
平

成
８

年
に

生

産
緑
地

の
指

定
手
続

き
を

実
施
し

ま

し

た

が
、

や
む
を
得

な

い
事
由

に
よ

り

手

続

き

が

で
き

な

か

っ
た

場

合

、

ま

た

は
既
存

の
生
産

緑
地

地
区

の
整

形

化

お
よ

び
一
団
化

か
図

ら

れ
る
農

地

等

、
一
定
要

件

に
該
当

す

る
農
地

に

つ
い
て
追
加

指

定
申
し

出

の
受

け

付

け

を
行

い
ま
す

。

受
付
期
間
８
月
９
日
丱
～
1
2
日
米
、

午

前
９

時
～
正

午

と
午

後
１
時

～
５

時

会

場

市
役
所
本

館
二

階
休

憩
室

兼

会
議
室

鬩
み

ど
り

と
花

の
課

登
屈

・
７

３
７

三

療

施

術

（

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

）

を

無

料

奉

仕

８

月
2
9日

㈲
午
前

９

時
3
0分

か
ら

命
場

ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康
福

祉
会
館

）

内
容
松

戸
市

視
覚
障

害
者
協

会
会

員

に
よ
る
三
療
施
術
定
員
六
十
人
（
抽

選
）

用

客
月
1
4
日
出
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ

サ

ー
ジ

の
う

ち

一
つ

・
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
性
別

・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、

干
2
7
0
－
2
2
1
8

松
戸

市
五

香
西

三

の
七

の
一
障
害

者
福

祉
セ

ン

タ
ー

余

れ
あ

い
2
2内
）
松
戸

市
視

覚

障

害
冊

協

会
（
登
韶
・
7
1
1
1

）
へ

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
内
里
の
茶

屋

の

事

業

者
を

募

集

対
象
里

の
茶
屋
（
3
7・
５

㎡
）
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
う
ど
ん
・
だ
ん
ご

・
甘
酒
・
か
き
氷
な
ど
の
飲
食
物
の

調
理
・
販
売
が
で
き
る
事
業
者
条

件
①
食
品
営
業
許
可
の
取
得
（
食
品

衛
生
責
任
者
が
必
要
）
②
継
続
し
て

三
年
以
上
営
業
③
営
業
用
備
品
類
・

使
用
料
・
光
熱
水
費
・
保
険
料
等
は

事
業
者
負
担

※
８
月
1
1日
水
午
後
３
時
か
ら
2
1世

紀
の
森
と
広
場
内
パ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

醫
2
1世
紀
の
森
と
広
場
管
理
事
務
所

運
営
管
理
班

登
3
4
5
・
8
9
0
0

医

療

費

通

知

に

医

療

機

関

名

を

記

載

し

ま

す

国

の
指
導

に
基

づ
き
、

皆
さ

ん

の

健

康
管

理
に
役

立

て
、
国

民
健

康
保

険

の
事

業
運

営
に
理

解
を

深
め

て

い

た

だ
く

た
め

、
医
療

費
通

知
を

年
四

回
送
付
し

て

い
ま
す

が
、
今
年

度

か

ら

は
、

さ
ら

に
医
療

機
関

名
右

記
載

し

て

お
送
り
し

ま
す

。

送
付
月
第
一
回
（
５
月
診
療
分
）
＝

８
月
下
旬
、
第
二
回
（
7
月
診
療
分
）

＝
1
0
月
下

旬

、

第
三

回
（
９

月

診
療

分
）
＝
1
2
月
下
旬
、
第
四
回
（
1
1
月
診

療

分
）
＝
２

月
下

旬

※
医
療

機
関

か
ら

の
請

求

が

Ｉ
ヵ
月

遅

れ
た
場

合

は
、
そ

の
翌
月

の
発

送

に
な
り

ま
す

。

鬪
国

民
健

康
保

険
課

資
格
給

付
係

昔

莇
・
7
3
5
3

平
成

１２
年

松

戸

市

成

人

式

平
成
1
2年
１
月
1
0日
㈲
午
前
1
1時

か
ら
（
予
定
）
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1
　対
象
昭
和
5
4年
４
月
２
日
～
5
5

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
民

圜
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

登
涯
・

国

民

健

康

保

険
運

営

協

議

会

を

開

催８
月
2
5日
水
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
市
役
所
新
館
七
階
会
議
室
　
議
題

平
成
1
0年
度
松
戸
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
　
傍
聴
定

員
当
日
先
着
二
十
人

用
当
日
正
午
か
ら
午
後
Ｏ
時
5
0分
の

間
に
、
直
接
国
民
健
康
保
険
課
（
市

役
所
本
館
一
階
）
へ

顏
国
民
健
康
保
険
課

昔
屁
・
７
３
５

教

育

委

員

会
会

議

を

開

催

８
月
2
6日
米
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鬩
教
育

奮
貝
会
総
務
課

昔
鰯
・
７
４

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

分別と

処理施設



安
全
で
効
率
的
な
ご
み
処
理
体
制
を
推
進
中

⑩
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
和
名
ケ
谷
）

最
新
の
高
度
な
公
害
防
止
設
備
を

採
用
し
た
焼
却
施
設
で
、
平
成
７
年

に
稼
働
し
ま
し
た
。

紙
や
木
く
ず
・
生
ご
み
な
ど
家
庭

や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る

ご
み
と
木
製
た
ん
す
な
ど
の
粗
大
ご

み
、
さ
ら
に
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
現
状
の

体
制
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
日
暮
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
分
別
さ
れ
ま
す
）
を
焼

却
し
て
い
ま
す
。

こ

の
施
設
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
ご
み
も
安
全
に
燃
や
せ
る
設
計
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た

高
カ
ロ
リ
ー
の
ご
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

右
効

利
用
し
、
一
九
九
〇
ｊ
リ
の
発

電
設
備
を
備
え
る
な
ど
余
熱
利
用
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

処
理
能
力
は
一
日
三
百
い
で
、
余

熱
利
用
施
設
と
し
て
和
名
ケ
谷
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
流
れ
る
プ
ー
ル
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

五

分

別

収

集

に

協
力

を
お

願

い

し

ま
す

松
戸
市
で
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

と
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
分
別
を

お
願

い
し
て

い
ま

す

が
、
こ

れ
は

、

①
松
戸

市

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
で

は

プ
ラ

ス
チ

ッ

ク
類

を
燃

や
せ

な

い
こ

②
日
暮
れ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
「
燃

や
せ

な

い
ご
み
」

の
中

か
ら

さ
ら

に

固
形
燃

料

と
し
て

リ

サ
イ

ク
ル
で

き

る

プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
類

を
選
別

し
、

資

源
化

に
努

め
て

い
る
こ

と

の
た

め
で

す
。

環

境
に

優
し

い
ご

み
処
理

推

進
の

た
め

、
引

き
続

き
五
分

別

収
集

に
ご

協

力
を
お

願

い
し

ま
す

。

⑩
松
戸
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
高
柳
新
田
）

紙
や
木
く
ず
・
生
ご
み
な
ど
、
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み
だ

け
を
焼
却
す
る
施
設
と
し
て
、
昭
和

5
5年
に
稼
働
し
ま
し
た
。

公
害
対
策
に
重
点
を
置
き
設
計
さ

れ
た
施
設
で
、
処
理
能
力
は
一
日
二

百
い
で
す
。

焼
却
す
る
ご
み
の
余
熱
を
利
用
し

た
施
設
と
し
て
、
温
水
プ
ー
ル
・
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
敷
地
内
に

整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑩
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
初

富
飛

地

）

ご み減らしシンボル

キャラクター

クリ ンクルちゃん

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

や
陶
磁
器
な
ど
、

分
別

区
分

の
中

で
燃

や
せ

な

い
ご
み

と
し

て
出

さ

れ
て

い
る
ご

み
の
中

間

処

理
施
設

で
す

。
昭
和
6
3
年

に
稼

働

し

ま
し

た
。
五

時
間

で
八

十
ぐ

の
ご

み

を
処

理
す

る
能
力

が
あ

り
ま

す
。

こ

こ

で
は

、
ご
み

を
硬

さ
で

仕
分

け

す

る
装
置

に
よ
り

、
燃

や
せ

な

い

ご
み
を

「
柔
ら

か

い

プ
ラ

ス
チ

ッ

ク

類

な
ど

」
と

「
硬

い

プ
ラ

ス
チ

ッ

ク

類

や
陶

磁
器

類
な

ど
」
に

選
別

し
て

い
ま
す

。
こ

の
う
ち

「
柔

ら
か

い

プ

ラ
ス
チ

ッ

ク
類
な

ど
」

は
、
圧

縮

の

上

、

バ
ン

ド
で
止

め
、
固
形

燃

料

の

原

料
と

し
て
利

用

で
き

る
形

に

し
て

売

り
渡

し
、
福

島
県

の
民

間
施

設
で

固
形

燃

料
と
し

て
利

用

さ
れ
て

い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

リ

サ
イ

ク
ル

に
取

り
組

ん
で

い
る
自

治
体

は
、
全
国

的

に
も
少

な
く

、
紙

や
空

き
缶
、

空
き

ビ
ン

、
金
属

製
品

ごみ焼却施設の

ダイオキシン類の測定結果

平成10年度の和名ケ谷クリーンセンター・松戸市クリーンセンタ

ーの排出ガス中のダイオキシン類測定結果は、下表のとおりです。

市内のごみ焼却施設では、平成14年12月１日から適用される国の

基準を十分満たした運転管理が行われています。

な
ど

を
含

め
た
松

戸
市

の
ご
み

の
リ

サ
イ

ク
ル
率

は
、

全
国
水

準
を

か
な

り
上

回

っ
て

い
ま

す
。

ま

た
、

固
形

燃

料

の
原

料
と
し

て

リ
サ
イ

ク
ル
で
き

な
か

っ
た

「
硬

い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
類

」

の
う

ち
、

約
半

分
は

、
日

暮
最

終
処
分

場
を

経
由
し

、

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
で
燃

や
さ

れ
、
発

電
を

は
じ

め
と
す

る
余

熱
利

用
施
設

の

エ
ネ
ル

ギ

ー
と

し
て

利
用

さ
れ

て

い
ま

す

。

〈参考〉国の基準

(市内2 つのごみ焼却施設共通、

単位:ng-TEQ/Nm3)

和名ケ谷クリーンセンター

(排出ガス、単位:ng-TEQ/Nm3)

基 準 の適用期間 既設の基準

平成1∠昨11 月30日まで 80

平成1∠昨12 月１日から １

測定年月日 炉号数 測定結果

平成10年

ﾜ月ワ日

1号炉 0.018
2号炉 0.013
3号炉 0.013

(注)∩9(ﾅﾉｹﾞﾗﾑ)＝9(ｸﾞﾗﾑ)の10 億分

の1(10 ‾9)を表す

ＴＥＯ＝毒性等量

Nm3=0tC ］ 気圧に換算した状

態の気体伺 を表す

松戸市クリーンセンター

(排出ガス、単位:ng-TEQ/Nm3)

測定年月日 炉号数 測定結果

平成10年8 月

11日･12日

1号炉 0.24

2号炉 0.31

8 月14 日(土)のご みの収 集・し尿

のくみ取り はお休 みし ます。

ごみは、分別を正しく守って、決

められた曜日の朝8 時30 分までに指

定のごみ集積所に出しましょう。

し尿のくみ取りが必要な場合は 、

早めに連絡してください。

粗大ごみの申し込み先は

粗大ごみ受付センターQ391-000ﾜ

受付時間月曜日･～金曜

日午前8時30 分～午後

5時（祝日・振替休

日’年末年始を除く

）

鬩環境部業務課

25366-7333

⑩
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
松
飛
台
）

ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
目
的

に
、
資
源
ご
み
の
選
別
処
理
施
設
と

し
て
昭
和
5
4
年
に
旧
施
設
、
昭
和
5
6

年
に
新
施
設

が
稼
働
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ビ

ン
や
缶
、
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
電

化
製
品
な
ど
の
資
源

ご
み
、
さ
ら
に

は
、
金
属
製
品
の
粗
大
ご
み
を
選
別

し
、
再
生
業
者
に
売
り
渡
し
て
い
ま

す

。

五
時
問
で
八
十
五
ブ
の
資
源
ご
み

を
選
別
す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
。

⑩

日

暮

最

終

処

分

場

（
日

暮

）

昭
和
6
0年
に
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

埋
立
最
終
処
分
場
と
し
て
稼
働
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
主
に
市
外
に
搬
出
す
る

資
源
ご
み
の
選
別
残
さ
や
和
名
ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
出
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
中
継
基
地
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

リ

サ
イ

ク
ル

型
の

ご
み

処
理

行

政
を

目

指
し

ま
す

市
で
は
、
平

成
1
2年
度
の
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
完
全

施
行
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
の

施
行
に
向
け
て
、
ご
み
処
理
体

制
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
性
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
廃
棄
物
が
多
量
に

発
生
す
る
使
い
捨
て
型
社
会
を

見
直
し

、
ご
み
の

減
量
化
・
再

資
源
化
を
図
る
た
め
、
事
業
者

・
消
費
者

・
行
政
が
一
体
と
な

つ
た
リ
サ
イ
ク
ル

型
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
い

、
透
明
な
ご
み
処
理

行
政
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
つ

て
い
く
た
め
、
ご
み
の

減
量
化

・
分
別

な
ど
皆
さ
ん
の

ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

公

的
年

金
を

受
給
し

て

い
な

い
③
父

が
重

度

（
一
級
程
度

）

の
障
害

に
あ

る
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
⑤

父

か

ら
引

き
続

き
一
年
以

上

遺
棄

さ

れ
て

い

る
⑥
父

が
法
令

に
よ
り

引
き

続
き

一
年
以

上
拘

禁
さ

れ
て

い

る
⑦

未
婚

の
母

の
子

で
、
父

と

一
緒
に
生

活
を

し
て

い
な

い
児

童

次

の
場

合
は

、
手
当

は
受

け
ら

れ

ま
せ
ん

。

①
対

象
児

童
が
、
母

の
配

偶
者

丙

縁

関
係
等

を
含

む
）

に
養
育

さ
れ

て

い
る
②
対
象
児
童
の
母
（
養
育
者
）
が
、

国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

・
厚

生
年
金

等
公

的
年

金
を

受
け

ら

れ

る
②

昭
和
6
0年

８
月

１
日

以
降

に

手
当

の
支

給
要

件
に
該

当
し

て
か

ら

五
年

を
経

過
し

て
も
手

当

の
請
求

を

し

な
か

っ
た
と

き
な
ど

。

※
所

得

に
よ

っ
て
手
当

の
支

給

が
制

限
、

ま
た
は

停
止

さ
れ

る
こ
と

が

あ
り

ま
す

。

羆

援
護

課
援
護

係

昔
莇

・
7
3
4
7

児

童

扶

養
手

当

・
特

別

児
童

扶

養

手

当

現
況

届

の

提

出

を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て

い
る
人
に
は
、
今
月

上
旬
に
現
況
届
（
更
新
手
続
き
）
の

用
紙
を
送
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
Ｏ

提
出
期
間
８
月
1
1
日
水
～
９
月
1
0

日
窗
鵞
児
童
扶
養
手
当
＝
援
護
課
援
護
係

昔
莇
・
７
３
４
７
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
＝
し
あ
わ
せ
課
給
付
係
公
涯
・

遺

児

手

当

８

月

期

分

を

支

給

遺
児
手

当

の
８
丹

期
分

（
４

～
７

月
分
）
を
８
月
1
0
日
天
以
降
に
受
給

者

の
指

定
口

座
に
振

り
込

み
ま

す
。

支
給
額

（
児
童

一
人

に

つ
き
）
片

親
ど
死

別

＝
月

額
五

千
五
百

円

、
両

親
ど
死

別

＝
月
額

一
万

五
百
円

（
８

月

・
1
2月

・
４

月

の
年
三

回
支

給
）

新
た
に
手
当
の
支
給
を
希
望
す
る

人

は
、
申

請
し
て

く
だ

さ
い

。

対
象
市
内
在
住
で
、
父
母
の
一
方

ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学
校

卒
業
ま

で
）

を
扶

養
し

て

い
る

人
　

申
請
に

必
要

な
も

の
①
認

め
印

②
一
ヵ

月
以

内

に
発
行

さ

れ
た
世
帯

全
員

の
住
民

票

（
本
籍

等
す

べ
て
記

載
さ

れ
た

も
の
）

ま
た

は
外
国

人

登

録
済
書
③
一
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ

た
申
請
者
と
遺
児
記
載
の
戸
籍
謄
本

④
甲
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便

局
を
除
く
）
の
表
紙
の
コ
ピ
ー

※
随

時
受

け
付

け
て

い
ま
す

。
手
当

は
申
請

の
翌
月

か
ら

支
給

。
現
在

受

給
中

の
人

は
手

続

き

は
不

要

で

す

。

圜

援
護
課

援
護

係

登

屁
・
7
3
4
7

児

童

扶

養
手

当

８

月

期

分

を

支

給
８
月
1
1日
水
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
８
月
期
（
４
～
７
月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

醫
援
護
課
援
護
係
昔
沺
・
7
3
4
7

二

〇

〇

〇

年

国

勢

調

査

の

標

語

を

募

集

総
務
庁

統
計

局
で

は
、
二

〇
〇

〇

年
国

勢
調

査

の
標
語

を
募

集
し
て

い

ま

す
。

軍
亨

月
1
0日

窗
一
消

印
右
効

〕
ま

で
に
、

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
標
語
（
一
枚
に
つ

き

一
点

、
何
点

で

も
応
募

可
）
　・
郵

便

番

号

・
住

所

・
氏

名

（
ふ

り

が

な

）
　・
年

齢

・
性
別

・
職

業

（
学
生

の
場
合

は
学
校

名
と

所
在

地
）
　・
電

話

番
号

を

記
入

し

て

、

干
1
6
2
－
8
6

6
8

総

務
庁
統

計
局

統
計

調
査

部
国

勢

統
計

課

「
二

〇
〇

〇
年
国

勢
調
査

標

語

募

集

担
当

」
（
昔
0
3
・
５

２

７

３

・
１

０
０
［
ａ
］
　
　
へ

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

手
当

を
受

け
る
こ

と

が
で
き

る
人

は
、
次

の
各

号
に
該

当
す

る
十

八
歳

の
誕
生
日

後

の
最

初
の
３

月
3
1日

ま

で
の
間
（
障

害
児

は
二

十
歳
未

満
）
の

児

童

を
監
護
し

て

い
る
母

、
ま

た
は

母

に
代

わ

っ
て
そ

の
児
童

を
養
育

し

て

い
る
人

（
養
育
者

）
で

す

。

①

父
母

が
離
婚
後

、
父

と
一
緒

に

生
活

を
し
て

い
な
い
②
父

が
死
亡

後
、

ご
み
を

処
理

リ
サ
イ
ク
ル

再
資
源
化
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催

し

物

朗

読

を

き

く

か

い

８
月
1
1
日
伽
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康
福

祉

会

館
）
　

内

容
松
戸
市

朗
読

奉
仕
会

会

員
に

よ

る
朗

読
「
よ

な
き
」（
三
浦

哲
郎
著

）

ほ
か
　

対

象

障
害

者
手
帳

を
持

っ
て

い
る
人

お
よ

び
そ

れ
に
準

ず
る
人
（
家
族

と
一

緒
の
参

加
も
可

）

曹
用

無

料

圉

電
話

ま
た

は

フ
ァ

ッ
ク
ス
で

住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
障
害
等
級
・
連
絡

先

を
記

入
し

て
、

障
害

者
福
祉

セ
ン

タ

ー

（
ふ

れ
あ

い
2
2内
）

登

韶
・
7

1
1
1

叫

韶

・
7
8
1
0

へ

ギ

タ

ー

・
マ

ン

ド

リ
ン

サ

マ

ー

コ

ン

サ

ー
ト

８
月
2
1日
出
午
後
１
時
1
5分
～
４

時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費
用
無

料問
松
戸

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
飯
島

昔
剔

・
5
1
3
6

（
夜
間

の
み
）

星

空

観

望

会

８
月
2
8日
出
①
午
後
６
時
～
６
時

5
0餘

芳
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会

場
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
②
屋
上

内
容
①
今
夜
の
星
空
解
説
②
天
体
望

遠
鏡
で
月
・
火
星
・
ア
ル
ビ
レ
オ
な

ど
を
観
望
（
雨
天
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
内
で
星
空
解
説
等
）

定
員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

奈
午
後
５
時
3
0分
～
６
時
は
室
内
で

音
楽
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

圉
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室

昔
窕
・
1
2
3
7

へ

夏

休

み

親

子

映

画

会

８
月
2
1日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
さ
よ
な
ら

カ
バ
く
ん
・
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル

・
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

定
員
先
着
六

十
人
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
矢
切
公
民
館

昔
莇
・
1
2

1
4
へ

世

界

平

和

都

市

宣

言

事

業

「
夏

休

み

親

子

平

和

映

画
鑑

賞

会

」

８
月
1
0日
㈹
午
後
１
時
～
３
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
お
か
あ
ち
ゃ

ん
ご
め
ん
ね
・
チ
リ
ン
の
鈴
・
忍
た

ま
乱
太
郎

定
員
当
日
先
着
三
百
人

杤
用
無
料

臂
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

登
3
6
6
・
７

３

０

」
Ｏ

納

涼

ダ

ン

ス
パ

ー
テ

ィ

ー

８
月
８
日
収
午
後
５
時
洳
分
～
８

時
3
0
分
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
費

用
千
円

※
抽
選
会
・
飲
み
物
付
き

醫
社
交
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ド
松
戸
・
菅

野

登
3
9
1
・
2
9
1
3

国

立

歴

史

民

俗

博

物

館

く

ら

し

の

植

物

苑

特

別

企

画

「

伝

統

の

朝

顔

」

９
月
５
日
賄
ま
で
（
月
曜
日
は
休

苑
）
　

開
苑
時
間

午
前

９
時

丿
分
～

午

後
４

時
3
0分
（
入
苑

は
４

時
ま

で
）

春
用

小
学

生
以

上
百
円

熬

国
立

歴
史
民

俗
博

物
館

登
圈
・
4
8
6

゛
０

１

り
乙
３
ヽ
　
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ

ル

登

㈲

・
ｒ

・

8
6
0
0

八
柱

駅

前

七

夕

ま

つ

り

８
月
1
0日
㈹
ま
で
　
会
場
八
柱
駅

南
ロ

ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
（
８
月
８
日

㈲
は
歩
行
者
天
国
）

羆
八
柱
駅
前
七
夕
ま
つ
ひ
実
行
委
員

会

昔
誣
・
7
1
1
1

社

交

ダ

ン

ス
ミ

ニ

パ

ー
テ

ィ

ー

①
８
月
８
日
襾
午
後
２
時
～
５
時

②
2
2日
㈲
午
後
２
時
丿
分
～
５
時

会
場
①
勤
労
会
館
②
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容
オ
ー
ル
フ
リ
ー

タ
イ
ム
　
費
用
川
各
五
百
円

醫

フ

リ

ー

ジ

ヤ

ふ

れ

あ

い

会

・
小

河

昔

涙

・
８

１
｛
にａ
Ｏ

（
夜

間

の

み

）

関

宿

城

博

物

館

催

し

物

①

企

画

展

「
絵

馬

に

託

す

～

利

根

川

に

生

き

る

～

」

８
月
1
0一
日

㈹
～

９
月
1
5
日
㈲

内

察

咼
瀬

船

や
河

川
工

事

の
様
子

な
ど

が
描
か

れ
た
絵

馬
を
一
堂
に
展
示
し

、

利
根
川

に
生

き

る
人
々

が
絵
馬

に
ど

ん
な
願

い
を
託
し

た
の

か
を
考
え

る

入
館
料

無
料

②

歴

史

講

座

「
千

葉

県

の
絵

馬

」

９
月
1
2
日

㈲
午

後
１
時
3
0
分

か
ら

内
容
企

画
展

「
絵
馬

に
託

す
」

の
関

連
行

事
で
県

内

の
絵
馬

の
分
布

状
況

や
特

色
に

つ

い
て

解
説
　

講

師
千

葉

県
立

大
利

根
博
物

館
研

究
員

・
植
野

英
夫
氏
　
定
員
先
着
七
十
人
　
費
用

無
料
③

ビ

デ

オ

シ

ア

タ

ー

「

オ

ズ

の

魔

法

使

い
」

８
月
2
8日

出
午

後
１

時
3
0分

か
ら

と

２
時
4
0
分
か
ら
　

費

用
無
料

※
事
前

の
申
し
込

み

は
不

要

会
場

①

②

②

と

も
関

宿
城

博
物

館

惠

②

の
み
電

話
ま

た
は
直

接
、
県
立

関

宿
城
博

物
館

学
芸
課

昔
０
４

７
１

・
9
6
・
1
4
0
0

へ

８月19 曰く木)・20 曰廊 ・24 曰(火)・25 曰

伽 、午前9 時30 分～ 正午　 会場戸定邸庭

園( 戸 定邸前集合)　 内容普段は開放し

ていない戸定邸庭園で、写真撮影や写生

ができます( 三脚 ・イーゼルは不可、八

イヒールはご遠慮＜ださい)。　 対象小

中学生( 保 護者も可)　 定員各日先着

40 人　費用無料

※8月19 曰休)・2∠1曰(火)は 、学芸員による

ガイドツアーがあります。

圃電話で戸定歴史館S362-2050 へ

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８
月
1
9
日
米

午
前

９
時

Ｉ
Ｒ

千

葉

駅

前
集

合

（
午

後

４
時

洳
分
解

散
予

定

）
　

見
学
先
市

原
市

農
協
梨

共
同

選

果
場

～
千

葉
県

廃
棄
物

情
報

技
術

セ
ン
タ
ー
～
東
京
電
力
㈱
姉
崎
火
力

発
電
所
］
　
対
象
小
学
四
～
六
年
生
と

保
護
者
定
員
二
十
組
（
四
十
人
）

程
度
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
昼
食

付

き

、
集

合
場
所

ま

で
は
自

己
負

担
）

匣

８
月

６
日

窗

〔
消
印
有

効
〕

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
一
組
）
に

「
夏

休

み

動

く

親
子

物

価

教

室

参
加

希

望
」
　・
子

ど
も

の
氏
名

・
性

別

・

学
年

・
保
護

者

の
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
続
柄
・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
沺
－
8
6
6

7
県

庁
県
民

生
活

課
企
画
調
整

班
（

昔

0
4
3
・
匐

・
2
2
9
9

）
　へ

おはなしキャラバン定期公演

期日 会 場 時 間 内 容

8/1 m 図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本・絵巻物

18㈲ 小金分館 午後3時～3時30 分 絵本 一紙芝 居

2衂 図書館本館 午後3時30 分～∠1時 絵本・紙芝居

おはなしキャラバン夏休みおはなし会

期日 会 場 時 間 内 容

8/12沐）

東部スポーツパーク

和名ヶ谷スポーツセンター

ニ十世紀が丘市民センター

矢切公民館

午前10 時～10時30 分

午前11 時30分～正午

午後2時～2時30 分

午後3時30 分～4時

絵本・拡大絵本

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

13銜

五香市民センター

松飛台市民センター

ハ柱市民センター

稔台市民センター

午前10 時～10時30 分

午前11 時30分～正午

午後2時～2時30 分

午後3時30 分～4時

絵本・拡大絵本

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

17(火)

六実市民センター別館

六実市民センター別館

常盤平市民センター

常盤平市民センター

午前10 時～10時30 分

午前11 時30分～正午

午後2時～2時30 分

午後3時30 分～4 時

絵本・拡大絵本

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

1衂

小金北市民センター

新松戸市民センター

馬橋市民センター

古ケ崎市民センター

午前10 時～10時30 分

午前11時30 分～正午

午後2時～2時30 分

午後3時30 分～4 時

絵本・拡大絵本

絵本 一紙芝居

絵本・紙芝居

絵本・紙芝居

2欧

小金原市民センター

ハケ崎市民センター

馬橋東市民センター

明市民センター

午前10 時～10時30 分

午前11時30 分～正午

午後2時～2時30 分

午後3時30 分～4時

絵本・拡大絵本

絵本・紙芝居

絵本 一紙芝居

絵本・紙芝居

保
健
・
衛
生

結

婚

ま

で

あ

と

チ

ョ

ッ

ト

新

婚

ホ

ヤ

ホ

ヤ

講

座

～

幸

せ

な

家

庭

づ

く

り

の

た

め

に

～

９

月

４
日

出

午

後

１

時

洳

分

～

３

時
4
5
分

会

場

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

を

つ

と

知

ろ

弓

身

体

の

ヽ
」
と

！
・
パ

ー

ト

ナ

ー

の

’
」
と

！
・
①

安

心

し

て

妊

娠

・
出

産

を

迎

え

る

た

め

に

②

日

ご

ろ

の

健

康

管

理

・
健

康

情

報

な

ど
　

謹
刪

削
愛

育

病

院

産

婦

人

科

医

師

・
加

腰
季

子

氏

②

健

康

課

保

健

婦
　

対

象

未

婚

ま

た

は

新

婚

の
男

女

二

人

で

も

参

加

歓

迎

）
　

苣

拑

無

料

圃

９

月

２

日

閑

ま

で

に

、

電

話

で

常

盤

平

保

健

福

祉

セ

ン

タ

１

一`
3
8
4・
1

3
3
3

へ

愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血

推

進

協

議

会

）

８
月
1
2日
米
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
　
　
　

毳

時

会
場
伊
勢
丹
松
　
　
　

＾

戸
店
前
　
　
　
　
　
　
　
　

４

醫
健
康
課
検
診
係
容

パ
天

Ｊ

こ

こ

ろ

の

家

族

相
談

室

８
月
2
1日
出
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
市
精
神
障
害
者

家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ
る
相

談

対
象
「
こ
こ
ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え

る
家
族
　
曹
用

無
料

※
同
日
・
同
時
間
に
、
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け
（
こ
こ
ろ
の
家
族

相
談
室
直
通
登
3
8
3
・
5
5
5
1

）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
に
、
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

醫
松
戸
市
精
神
障
害
者
家
族
会
土
曜

会

・
武
井
昔
屁
・
8
2
1
5

(減量教室)本気でダイエット!

対象3 ～9 歳　 費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなし キャラバン」

登3ﾜﾜｰ0000 もご 利用ください。

勁］市立図書館S365 ―引 巧

中
学
二
年
・
三
年
の
風
し
ん
予
防
接
種
は
済
み
ま
し
た
か

風
し

ん

は
、
軽

い
カ

ゼ
症
状

で
は

じ
ま

り
、
醗

し

ん
、
発
熱

、
後
頸

部

リ
ン

パ
節
腫

脹
な

ど

が
主

な
症

状
で

す

。約

三
日
間

で
治

り
ま
す

の

で
「
三

日

ば
し
か
」

と
も
呼

ば
れ
て
お

り
、

経
過

は

一
般
的
に

良
好

で
す

が
、
合

併
症

と
し

て
、
血
小

板

減
少
性
紫

斑

病

が
三
千
人

に

一
人
、
脳

炎

が
六
千

人
に

一
人

く
ら

い
み
ら

れ
ま
す

。

年

長
児

や
大
人

に
な

っ
て

か
ら
か

か

る
と
、

関
節
炎

の
頻
度

が
高
く
な

っ
た

り
重

症
に

な
り

や
す
く

、
三

日

で

は
治
ら

な

い
こ

と

が
多

く

な
り
ま

す

。ま

た

、
妊
娠

初
期

の
妊
婦

が
か
か

る
と

、
先
天

性
風

し

ん
症
候
群

（
難

聴
・
心

奇
形
・
白
内

障

・
網

膜
症
等

）

期日 内　　容

9/1衂 健康的なダイエットについて

30㈲ 太らない食べ方のポイント

10/7W 調理実習（私の適量 一塩分測定）

14㈲ 医師の話（肥満と生活習慣病）

21㈲ 減量と運動について・30分運動

2衂 ウォーキングまたは室内運動

11/嶄 私の工夫とo ＆A ・30分運動

11 ㈲ ウォーキングまたは室内運動

1衂 血液検査・調理実習（私の一食分）

2衂 検査結果・リバウンド予防に向けて
時間午前10 時～正午　会場健康増進セン

ター　対象ＢＭ 冂体重Ｋ９÷身長ｍの二

乗) =24 以上で、事前に健康増進コースを

受けられる人（ただし3 ヵ月以内に受けた人

は受診不要） 定員先着35 人　費用調理実

習時1回につき400 円　　　　　 ご

圉直接または電話で健康増進センター

0368-1814 へ

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
予
防
接
種
で
免

疫
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
、
女
子
だ
け
で
な
く

男
子

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
中
学
生
の
時
期
が
無
料
で
受

け
ら
れ
る
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、

ま
だ
受
け
て

い
な
い
人
は
、
夏
休
み

等
を
利
用
し
て
計
画
的
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。

中
学
二
年
以
上
十
六
歳
未
満
で
、

予
診
票
（
無
料
券
）
の
な
い
人
は
、

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所

の
市
民
健
康
相
談
室
窓
口
か
、
ま
た

は
左
記
（

ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

醫
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

登
3
6
6
・

ハガキ記入要領

L兎ｌ;ILつＭﾑｊ]j

p ※タ イトル が色 刷り のも のは 、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366-1111

ご 代 劍 ＝Ａχ､j=… …363-3200 1

(松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/ 。

『戸窕膠 夸皐夸９』

禳裲



広報ま つど1999 年(平成11年)8月5日

講
座
・
講
演

成

人
講

座

「
人

権

尊

重

都
市

・

松

戸

が

め
ざ

す

も

の
」

８
月
2
6日
宋
①
午
前
1
0時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時
3
0分

会
場
稔

台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
松
戸
市
の

①
子
ど
も
た
ち
②
高
齢
者
の
現
況
・

障
害
者
の
現
況
・
人
権
施
策

講
師

①
保

有
諌

②
な
が
い
き
課
・
し
あ
わ

せ
課
・
市
民
相
談
室
人
権
担
当
の
職

員
定
員
先
着
五
十
人
費
用
無
料

圉
電
話
で
矢
切
公
民
館

登
莇
・
1
2

1
4
へ

女

性

就

業

技

術

講

習

会

（
ワ

ー

プ

ロ

科

）

９

月
2
0日

非
～
1
0
月
2
9
日

窗

〔
全

二
十

一
回
〕
　

会

場
女
性

セ

ン
タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

対

象

技
術

を
身

に
付

け
再

就
職

を
望

む
女

性

（
全

回
出
席

で

き
る
人

、
学

生
不
可

）
　
定

員
二
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代

等

に
一
万
円

程
度

の
実

費
）

圉
８

月
2
3日

丱

・
2
1日

大

の
午
前

９

時

丿
分
～

午
後

３
時

丿
分

の
間
に

、

本
人

が
印

鑑
と

官
製
（

ガ
キ

を
持
参

し
て
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ
４

ま

っ
ど
（

容

涙
・
8
7
7
8

）
　へ

醫
千

葉
県

女
性

就
業
援

助
セ

ン

タ
ー

昔
圈

・
加

・
8
5
4
1

ト

レ

ー
ニ
ン

グ
機

器

操

作

講

習

会
８
月
1
1日
伽
午
後
１
時
誚
分
～
３

時
丿
分

会
場
青
少
年

会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
上
履
き
・
運
動

着
費
用
無
料

用
電
話
で
青
少
年
会
館
音
素
・
8
5

5
6
へ

関

宿

城

博

物

館

古

文

書

講

座

８
月
2
1
日
～
1
2
年

３
月
1
8
日

の
土

曜
日
〔
全
八

回
〕
、
午

後
１

時

丿
分
か

ら
　
内
容
く
ず
し
字
に
慣
れ
親
し
み

な
が
ら
古

文
書

の
解

読
方

法
を

学
ぶ

窖

貝
先
着
二

十

人

費
用

無
料

圃

電
話

ま
た

は
直
接

、
基

立
関

宿
城

博

物
館

学
芸
課

昔
０

４
７

１

・
Ｓ

・

1
4
0
0

へ

松

戸

村

立

雑

学

大
楽

「
緊

急

事

態

宣

言

が

出

さ

れ

た

『
結

核

』
」

８
月
1
5日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
二
分
）
　
講
師
保
健
婦
・
郷

右
近
初
女
氏
　
費
用
無
料

膂
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）

登

誣
・
0
2
2
1

幼児家 庭敘暦 単級?

期日 ‥　 学習内 容　 ‥‥‥ ……
∴　　 講 師
………'‘.'　　　　　ノぉ夕ご

9/ 3 銜

1(鴎

ｏこどもとあそび

親子の遊び・集団の遊び

日本児童遊戯研究所長

有木昭久氏

1笥

2頓

10/1R

8㈲

15㈲

22銜

2衂

11/5R

12窗

ｏ自己紹介

ｏ子育てについての悩みや不

安を皆で出し合ってみよう

○リラクゼーション

ありのままの自分って？

ｏフリートーク

どんなふうに子育てしてる

ｏいいお母さんより幸せな

お母さんに

ｏ自分らし＜生きるには

フリーライター

北村年子氏

1畋 ｏ保育懇談会 一時保育者グループ

2欧

ｏまとめ

これからの生き方を考えよ

う

フリーライター

北村年子氏

文

化
講

演
会

～

ゴ

ッ

ホ

の
生

涯

と
そ

の

時

代

の

画

家

た

ち
～

９
月
４
日
出
午
後
２
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど

内
容
ゴ
ッ
ホ
の
生
き
方
と
彼
を
と
り

ま
く
画
家
た
ち
お
よ
び
後
世
に
与
え

た
影
響
寺
講
師
筑
波
大
学
教
授
・

石
井
武
夫
氏
　
定
員
先
着
七
十
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
矢
切
公
民
館

昔
沺
・
1
2

1
4
へ

会

話

を

楽
し

む

会

８
月
1
7日
㈹
・
Ｊ
日
蚩
・
2
4日
㈹

午
後
６
時
～
８
時
〔
全
三
回
〕
　
会

場
市
民
劇
場
内
容
自
己
主
張
の
苦

手

な
人
に
、
自
分
の
考
え

や
感
情
に

温
か
な
思
い
を
こ
め
た
伝
え
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
実
践
　
対
象
十
六
歳
以

上
の
人
費
用
千
五
百
円
（
茶
菓
子

代
を
含
む
）

羆
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
堀
口

昔

０
４
７
１
・
8
1・
０
０乙
４
［
ａ

は

じ

め

て

の

タ

イ

語

９

月
１
日

～
1
2
月
2
2
日

の
毎
週

水

曜
日
〔
祝
日
を
除
く
、
全
十
五
回
〕
、

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場

国

際
友
好

ル

ー
ム
（
文
化

ホ

ー
ル
内
）

講
師
小
林
ア
サ
カ
氏
（
タ
イ
出
身
）

定
員
先
着
二
十
人
費
用
五
千
円
（
教

材

費
を
含

む
）

惠

電
話

で
㈱
松

戸
市

国
際
交

流
協

会

登

莇
・
7
3
1
0

へ

時間…午前10時30 分～午後O時30分

会場…常盤平体育館

対象…3歳児とその親

定員…32組（抽選）

費用…無料

申し込み…８月12 日㈲〔消印有効〕

までに、往復ハガ牛に住所・電話番

号・親子の氏名・親の年齢・子ども

の生年月日（3歳児以外に連れてくる子がいる場合はそ

の子の名前、生年月日）を記入して、〒2ﾜ1-0094 松

戸市上矢切299 の1 矢切公民館幼児家庭教育学級係（昔

368-1214) へ

総

合

福

祉

セ
ミ

ナ

ー

９
月
1
1日

・
2
5日
、
1
0月
1
6日
の

各
土
曜
日

〔
全
三
回
〕
　
会
場
県
女

性
セ
ン
タ
ー
（
柏
市
）
　
内
容
少
子

化
時
代
の
子
育
て
を
考
え
る
　
対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
六
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圉
８
月
3
1日
天
ま
で
に
、
電
話
で
千

葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
登
０
４
７
１
・

4
0・
8
6
0
2

へ

再

就

職

の

た

め

の

高

齢

者

パ

ソ

コ

ン

初

級

講

習

会

（
ワ

ー

ド

＆

エ

ク

セ

ル

）

９
月

１
日
團

～
1
4日

内
午

前
９

時

～

午
後

４
時

〔
全
十

回
〕
　

会

場
冨

士

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
専
門

学
校

（
北

小

金
駅

南
口
下

車
徒

歩
三
分

）
　

対

象

市

内
在

住

の
六
十
歳

以
上

の
人

窖
貝
十
五
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圉

８
月
1
3
日

窗

〔
消

印
右
効

〕
ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

烹

Ｊ
－
2
2
5
1

松
戸

市
金

ケ
作
二

七
七

の
四
襾

松

戸
市

シ
ル

バ

ー
人
材

セ
ン

タ
ー

（

昔
3
8
4
・
3
1
9
1

）
　へ

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

体

験

講

座

「

演

じ

て

み

よ

う

人

形

劇

」

９
月
1
8
日
出

・
2
5日

出
午

後
１

時

丿
分
～
４
時
3
0
分
〔
全
二
回
〕
　
会

場

㈱
松
戸
市

お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

事

業
所
　

内

容
人
形

劇

「
ま

ん
ま

る

パ
ン
」

の
人
形

を
使

っ
て

基
本
操

作

を
習
得
定
員
先
着
三
十
人
費
用

九
百

五
十

円
（
テ
キ
ス

ト

・
脚

本
代

）

圃

９
月
1
0
日
吻

〔
必

着
〕

ま
で

に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・
職

業
を

記
入

し
て

、

〒
2
7
0
1

0
0
3
5

松
戸

市
新

松
戸

南
二

の
二

謝
松
戸
市

お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
（
登

諞

・
3
0
3
7

）
　へ

講

演

会

「

中

国

は

今

’
・
新

聞

の

裏

側

を

読

む

」

８
月

３
囗
襾

午

後
２
時

～
４

時

会
場
市
民
会
館
講
師
朝
日
新
聞
総

合

研
究

セ
ン

タ

ー
主
任
研

究
員

・
西

園
寺
一
晃
氏
定
員
当
日
先
着
四
十

人
　
費
用
無
料

圜
松

戸
市
日
中

方
好

協

会
・
久

保
（
コ

コ

ア

ス
タ

ジ
オ
内

）

容
0
3
・
３
２

６

０

・
７
０

β０
り乙

ス
ポ
ー
ツ

家

庭

婦

人

ラ

ン

ク

別

抽

選

ダ

ブ

ル

ス

卓

球

大

会

９
月

３
日

窗
午
前

９
時

か
ら
　

会

場
運
動
公

園
体

育
館

対

象
車

内
在

住
・
在
勤
の
女
性
費
用
一
人
六
百

円圃

８
月
2
7
日

窗
午
前

拍一
時

か
ら
運

動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
せ
会
議

で
受

け
付
け

圜
家

庭
婦
人

卓
球

連
盟

・
石

川

登
沺

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー
体

験

ス

ク

ー
ル

８
月
1
4
日

出

・
1
7日
火

午
後
９

時

4
5
分
～
1
0
時
4
5
分
〔
全
二
回
〕
　
会

場
ア
イ

ス

ア
リ

ー
ナ
新
松

戸

（
ダ
イ

エ

ー
新
松
戸

店

内
）
　

対

象
四
歳
～

十
三
歳
（
中
学
一
年
生
）
　
費
用
無

料

（
貸
靴
代
六
百
二
十
円
・
保
険
料

四
百
五
十
円
は
自
己
負
担
）

圉
電
話
で
松
戸
ジ
ュ
ニ
ア
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
リ
ト
ル
ス
タ
ー
・
松

本
昔
細一
・
9
1
3
7

（
午
後
５
時
以

降
）
へ

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

職

域
対

抗

９
月
1
5日
例
午
前
８
時
丿
分
受
け

付
け
、
９
時
開
始

会
場
栗
ケ
沢
公

園
庭
球
場
　
ル
ー
ル
日
本
ル
ー
ル

対
象
市
内
職
域
ク
ラ
ブ
で
三
チ
ー
ム

参
加
で
き
る
団
体
費
用
一
団
体
六

千
円
圃
８
月
2
7日
窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉
（
昔
3
4
5
・
0
8

9
9
）
　へ

募
集
し
ま
す

松

戸

ま

つ

り

①

バ

ザ

ー

ル

②

ふ

る

さ

と

観

光

物

産

展
（
県

人

会

）

の

出

店

者

を

募

集

1
0月

２
日

出

・
３
日

㈲
午
前

拍一
時

～
午
後
４
時
3
0
分
会
場
①
松
戸
駅

東
口
・
西
口
周
辺
②
松
戸
駅
西
ロ
デ

ッ
キ
下
　
内
容
①
商
店
な
ど
の
目
玉

商
品

、
市
民

の
趣

味

や
才

能

か
ら
生

ま

れ
た
作
品

②
故

郷

の
特
産
品

・
名

物
品
　

ブ
ー

ス
①
二

・
五

封

×

∵

五
片

②
五

封
×

∇

五

び

対

象
①

市

内
の
事
業

者

・
市

民

ま
た

は
団
体

②

市
民
に

よ
る
県

人
会

お
よ

び
各

県

の
観

光
物

産
課

等
の
推

薦
を

得
た
団

体
費
用
い
ず
れ
も
三
千
五
百
円

匣
８
月
９
日
側
～
1
3日
吻
の
午
前
９

時
3
0
分
～
午

後
４

時
3
0
分

の
間
に

、

直
接

松
戸
商

工
会

議
所

（
≪
ｐ
§
　
･
3

1
1
1

）
　へ

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

シ

ニ

ア

大

会

９
月
1
5日
冊
午
前
８
時
3
0分
受
け

付
け
、
９
時
開
始

会
場
栗
ケ
沢
公

園
庭
球
場

種
目

男
女
四
十
五
歳
以

上
年
齢
別
（
四
十
五
歳
・
五
十
五
歳

よ
六
十
歳
・
六
十
五
歳
・
七
十
歳
）

と
ミ
ッ
ク
ス
　
ル
ー
ル
国
際
ル
ー
ル

対
象
市
内
在
任
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ

の
人
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

圉
８
月
2
7日
蚩
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟

・
小

倉
（
昔
湎
・
0
8

9
9
）
　へ

夏

季

市

民

ソ
フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

８
月
３
日
㈲
午
前
８
時
洳
分
受
け

付
け
、
９
時
開
始

会
場
栗
ケ
沢
公

園
庭
球
場
　
種
目

男
女
Ａ
～
Ｄ
ラ
ン

ク
別
と
四
十
五
歳
以
上

（
ラ
ン
ク
を

必
ず
記
入
）
と
小
学
生
　
ル
ー
ル
国

際
ル
ー
ル
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
人
費
用
一

チ
ー
ム
二
千
円
、
小
学
生
千
円

松

戸

ま

つ

り

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

・

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集稍一
月

３
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午

後

３

時

丿
分

会
場
松

戸
駅
東

口
中

央
公

園
　

区

因
数
先
着
三

百

ブ
ー
ス
予

定

（
飲
食

物

は
不

可

、
一
人
ニ

ブ
ー
ス

ま

で
）
　
費
用
一
ブ
ー
ス
（
二
片
×
二

芭

二
千

五
百
円

※
参

加
費
の

一
部
を
福

祉
施
設

等

に

寄
付
を
予
定

圉

８
月
2
0日

窗
ま

で
に

、
往
復
（

ガ

キ

に
住
所

・
氏

名

・
出

店
内

容

・
連

絡
先
電

話
番
号

・
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号

・
返
信
用

あ

て
名
を
記

入
し

て
、

干

2
7
1
－
0
0
9
1

松

戸
市

本
町
二

〇

の

一
〇
ル

ー
シ

ー
ナ

ビ
ル
七

階
ヒ
ュ

ー

マ
ン
（

Ｉ

バ
ー
内

「
松

戸
ま

っ
Ｉ

実

行

委
員
会

フ
リ

ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
係
」

・
川

田
（
昔
屁
・
１

２
３

１
、
平
日

午

前
1
0
時
～

午

後
５
時
）

へ

圉
８
月
1
3日
蚩

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉
（
公
3
4
5
・
0
8

9
9
）
　へ

松

戸

市

ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

９
月

８
日
伽

午
前

９
時

丿
分
集

合

〔
予

備
日
1
0
日
蚩
〕
　
会
場

牧
の
原

テ

ニ
ス
コ

ー
ト
　

内

容
ダ
ブ
ル

ス

（
パ

ー
ト
ナ
ー
は
抽
選
）
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
で
数
え
年
八

十
歳
以

上

の
男

性
と

七
十

歳
以
上

の

女
性
費
用
一
人
二
千
円
（
保
険
料

を
含

む
）
　
　
　
　
　
　

ソ

圉

８
月
1
5
日

収

〔
必

着
〕

ま
で
に

、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
性
別

・
電

話
番
号

・
生
年

月
日

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
－
2
2
5
2

松

戸
市
千

駄
堀

一

四

八

九
の
九

八
松
戸

市

シ
ル

バ
ー
テ

ニ
ス

連
盟

・
老
田
巌

（
容
誣

・
4
1

9
3

）
　へ

※
展
示
規
格
等
詳
細

は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

舞
千

葉
県
女
性
セ
ン

タ
ー
昔
０
４
７
１

・

4
0・
8
6
0
2

「

お

は

な

し

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
9
9
」

出

演

団

体

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ス

タ

ッ

フ

を

募

集

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
日

時
Ｈ
月
1
3
日

出

午
後
１

時
～

３
時
3
0
分
、
1
4
日

㈲

午

前
Ｈ
時

～
午

後
３

時
3
0分

会

場

青
少

年
会

館

※
応
募
多

数

の
場

合

は
選
考

、
事

前

打
ち
合

わ
せ

（
1
0月

２
日

出

・
3
0

日
出

を
予

定
）
に
参
加

が
必
要

圃

９
月

７
日

㈹

〔
必

着
〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
出
演
団
体
匸
ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
」

の
別

・
氏

名

（
団
体

名

ご

住

所

・
電
話
番

号

・
職

業

・
お

は
な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン
の
公

演

を

見
た
こ

と

が
あ

る
か
、
出

演
団

体

は
活

動
年

数

・
主

な
活

動
場

所

・
上

演

す

る
媒

体

（
絵
本

、
人
形

劇
等

）

・
出
演
可

能
日

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0

－
0
0
3
5

松

戸
市

新
松

戸
南
二

の

二

締
松

戸
市

お
は

な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン

「
出

演
団
体

」
「

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ

ッ
フ
」

係

（

昔
剔
・
3
0
3
7

）
へ

海

上

保

安

大

学

校

・

海

上

保

安

学

校

学

生

を

募

集

第
一
次
試
験
①
大
学
校
学
生
（
本

科

四
年

）

＝
1
0一月
3
0
日
出

・
3
1日

㈲

②
学
校

学
生

（
課
程

に

よ
り
一
年

ま

た
は
二
年
）
＝
９
月
2
6
日
襾
受
付

期
間
①
８
月
2
6
日
米
～
９
月
７
日
天

②
８
月
1
6
日

丱
～

Ｊ
日
側

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

舞
千

葉

ロ
ラ

ン
セ

ン

タ
ー

昔
0
4
3・
謌

・

八
び

７

３

１

「
女
性

の

た

め
の

文

化

祭
」
作

品

を

募

集

内
容
①
写

具
の
部
②
書
道
の
部
③

絵
画
の
部
　
テ
ー
マ
①
「
魅
力
・
気

力

こ
拮
力
に
あ
ふ
れ
た
輝
い
て
い
る

女
性
の
姿
」
ま
た
は
「
女
性
が
写
し

た
千
葉
の
姿
」
②
③
テ
ー
マ
自
由

応
募
期
間
９
月
2
3
囗
掲
～
3
0
日
水

～幸せな母親になるために

～
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櫓

を

漕

ぎ

続

け

て

半

世

紀

休

日
と

も
な

る
と
矢

切
と

柴

又

を

結

ぶ

「
矢

切

の
渡
し

」

は
、

多
く

の
人

た

ち
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
る
。

「
矢
切

の
渡
し

」

は
江

戸
時
代

の
は

じ

め
か

ら
近

郊

農

民

の
生
活

渡
船

と
し

て
利
用

さ
れ
、
三

百

八
十
余

年
に

な
る

。

こ

の
渡
し

場

を
半

世
紀

に

わ
た

り
船

頭

観
光
客
を
運
ぶ
渡
し
舟

/･1･森 のホール21

ピアノ十アンサンブル・フェスティバル

出場者募集

と
し
て
守
り
続
け
て
き
た
の
が
、
杉
浦

正

雄
さ
ん
だ
。

船
頭
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
三

年
。
二
十
五
歳
の
時
、
勤
務
先

の
京
成

電
鉄
を
退
職
し
亡
く
な
っ
た
父

親
の
後

を
継
い
だ
。
こ
の
こ
ろ
は
、
東
京
方
面

か
ら
松
戸
へ
野
菜
・
肉
等

の
生
活
物
資

を
買
い
出
し
す
る
人
や
、
松
戸
側
か
ら

柴
又
帝
釈
天
へ
行
く
人
、
時
季
に
よ
っ

て
は
。
柴
又

の
桜
並
木
の
花
見

の
観
光

客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年
こ

ろ
か
ら

交
通
網

が
整
備
さ
れ
、
利
用
者
は
年
々

減
っ
て

い
っ
た
。
「

私
の
知
る
限
り

、

五
軒
の
渡
し
舟

が
あ
っ
た
が
、
み
ん
な

や
め
て

い
き
ま
し
た
」

渡
し
舟
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

副
業
と
し
て
植
木
屋
等
を
や
り
な
が
ら

「
一
人
で
も
利
用
す
る
人

が
い
る
限
り
、

や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
強
い

責
任
感
と
信
念
の
も
と
に
矢
切
の
渡
し

舟
の
炎
を
燃
や
し
続
け
た
。
そ
の
こ
ろ

は
毎
日
と

い
う
訳
に
も

い
か
ず
土
、
日

公 演 日…11 月３日総

会 場…森のホール21 大ホール

応募資格…①将来の演奏家をめざし、器楽（ピアノを含む）・声楽

を練習中で音楽大学入学程度以上の演奏経験のある人

②定例的な活動を行

う数人の器楽合奏団

アマチュア可）

演奏曲目…各自のレパートリー

から15 分程度で演奏

できるクラシック音

楽（分野の楽曲）

参加費用…1団体当り3,000 円

（演奏記録等の実費を含む）

※応募多数の場合は抽選

圉8 月31 日㈹〔必着〕までに ハガ半に住所・氏名・年齢・電話番号

・募集要綱希望と記入して、〒2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀646 の4森の

ホール21 「公募演奏会」係へ

圜側松戸市文化振興財団S384-2221
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演奏会等の経験のある人たちを対象に、この演奏会のスタッ

フ（ボランティア）を募集します（上記と同じ要領で、森のホ

ール21 「スタッフ募集」係にお申し込みください）。

行事名　　　　　　　　　日 時　　　　　　　講 師　　　 定員/費用

自然を楽しむ‘わ’　 ①8/19<*)　　　　　　　 染色家　　　　　　30 人

「草木染の体験と準備」　 午前11時～午後3時30 分 小林優子氏　　　 教材費300 円

自然を楽しむクラフト②8/21C が　　　　　　　　自然を楽しむ‘わ’　，
押O人

「ハンカチの草木染」　　 午後1時30 分～3時30 分 会員　　　　　　
孝

万ｽﾞ4WJyで‰|

園芸教室　　　　　 ③8/22 日　　　　　　　 みどりの相談員　　　40 人

「9 ・10月の園芸作業」　 午後1時30 分～3時　　 渡辺重吉郎氏　　　　 無料

y 銛 ⊇

あ=

⊇ ）
犁雛 方: 塁

詐 ・会　　　　　

有 浄

）

笠 子

～回 淒

⊇ ）
‰ ‰,Oj

～,せ　

ﾌ‰゚ 漂 と員　 磊

みどりの講習会　　　⑥　　　　　　　　　　　　 ハンギングバス　　　30 人
「秋のハンギングバスケ　9/?2（Eﾖ）　　　　　　　　ケットマスター　　　教材費
ット（寄せ植え）」　　　 午後1時30 分⌒゙ 3時30 分 秋山英史氏　　　　2,500 円

園芸教室　　　　　 ⑦9/15 ㈲　　　　　　　 みどりの相談員　　　40 人

「秋のガーデニング」　　 午後1時30 分～3時　　 青島尚祐氏　　　　　 無料

杉浦正雄ｎ

※①の対象は、②にもボランティアとして参加できる人です。

※②は雨天の場合、8/29(i日）に順延になります。

※④は連続講座ではありません。

会場パークセンター（①②④は森の工芸館）

※②④の申し込みは森の工芸館で当日受け付けます（先着幀）。

圉電話でパークセンター登345-8900  (先着順）へ

相談名 期 日 時 間 会 場 踊］ 相談名 期 日 時 間 会 場 籬

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室

．燵

m

胆

‰ ７

難 凵

・　９
錣

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ H

H

庶 方
齟

366局
ラ 松

片

７ 局

次回は〔9/6㈲〕 馬橋支所交通事故 午前9時～午後5時
次回は〔9/7㈹〕 六実支所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

寝

所靉

コ

す

次 回 は 〔9/7t火)〕 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

次回 は 〔9/1 冰）〕 常盤平支所
税務相談 第2 金曜日 午後1時～5時 次 回 は 〔9/1 冰）〕 新松戸市民センター

登記相談 第3 金曜日 午後1時～4時30分 5沐） 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社ｊ

ヤ

２

次回 は 〔9/6(月)〕 馬橋支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

次回 は 〔9/7(火)〕 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3 水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

次回 は 〔9/7C火)〕 小金支所

労働相談 第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
18冰） 常`盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(15361 ―4089)でも行っていますo 18&) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回は〔9/3(4)〕

午前10時～午後3時

常盤平支所 囗

N

㈹

民･係X ミ

ヘ２

5團・19W 小金原市民センター

6(金) 小 金 支所 痴ほう介護相談(予約制) 27(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

10(火) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性センタ ー

（相談 室直通）

0363  -0505

第2～第4木曜日
13R 馬 橋 支所

第1木曜日 午後2時～8時
17(火) 六 実 支所

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
20(金) 新松戸支所

パ ート 労 働

悩みごと相談
3(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性センタ ー
登364-877824(火) 矢 切 支所

27(4) 東 部 支所 就学相談( 予 約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

0366-7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活ｾﾝﾀｰ

Q365-6565

教育 相談( 予 約制)

青 少年相談( 電話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年センタ ー

Q363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
55367 ―4646 青 少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 センタ ー

S366-7464※住宅課0366-7366 、商工観光課0366-7327

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

≪366 ―0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368 ―3756

衛生会館内　毎日午後8 時～1･1時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365 ―3430

衛生会館内　午後８時～11 時

救急医療体制

お気軽にご相談ください8月の相談あんない相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません

21世紀の森と広場　パークセンター催し物

健康保険証をお忘れなく

市民栄誉賞を受賞

生
活
渡
船
か
ら
観
光
渡
船
へ

演奏会スタッフ(ボランティア）同時募集中
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